守宮 



i 島 与 志 雄 



ている のであった。 

或る 夜 遅く、 二 時 近い 頃であった ろうか、 私 は 街路 

を 歩いて いた。 わりに 広い 通り だが、 へんに 淋しい I 

I それ は 夜更けの せいば かりで もな く、 低い 小さな 軒 

並な ので ある。 そこへ 大きな 建物が 現われて きて、 そ 

の 二階の 一室から、 灯火が さしていた。 建物の 模様で 

は 病院ら しく、 一 様に 並んで る 広い 大きな 硝子 窓に は、 

みな 白い 力— テンが 引かれて いた。 その 中で ただ 一 つ、 

力 ー テン も 引かずに、 明るい 室が ある。 

昼間 は 人家が 往来の 方 を 眺めて いるが、 夜になる と、 

往来が 人家の 方 を視き 込む、 と 或る人 は 書いて いるが、 



そういう わけば かりで なく、 私 はへんに 明るい 室に 気 

を惹 かれた。 そして 眺めて いると、 その 窓の 一 つに、 

ぬ ー つと —— そう 云える 早 さで、 或は 遅 さで < の 

頭が 出て き、 顔が 出て き、 首、 肩、 胸 …… タオルの 寝 

間 着 姿の 半身が 現われた。 まだ 若い らしい が、 長髪 は 

乱れ、 頰の肉 は 落ち、 寝間着の 胸 はは だけ、 そして 鋭 

い 眼 付で、 じっと 窓 硝子 を 見つめ、 暫くた つと、 急に 

下に 引 込んで しまった。 それから、 またぬ つと、 頭、 

顔、 肩、 半身 …… そして 暫く 見つめて、 急に 引 込む。 

それが 何度か 繰 返された。 宛 も、 徐々 に 身 を 起して、 

窓に 何 か を 見つめ、 恐れて 急に 屈み込む、 そういう 動 
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